第４学年　　　道徳学習指導案
１　主題名　　失敗を素直に認め、正直に　A－（２）正直・誠実
　　資料名　　わすれ物（出典　愛知県教育振興会発行「明るい心」）
２　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
自分の良心に正直に行動することは、人間らしく快適で明るい生活を送る上で大切なことである。しかし、自分の失敗を隠すため、うそをついたり、ごまかしたりしてしまうことがある。うそやごまかしをすることによって、後ろめたい気持ちになり、快適で明るい生活を送ることができなくなる。　
そこで、本資料を通じ、誰もがもっている心の弱さや迷いに気づかせるとともに、主人公の心の葛藤に十分に共感させることで、うそやごまかしをせず誠実に生きることの大切さを感じとらせたいと考える。
（２）児童の実態について

学級の子どもたちは、全体的に素直な性格である。帰りの会では、友達の長所を認めたり、励ましたりする態度が多く見られる。児童はうそや偽りはいけないこと、そのような行為をしたときは、正直に反省しなければならないことの大切さを知っている。しかし、日常の生活を見ると、自分の都合の悪い場面では、言葉をにごしたりうそをついたりと、ごまかそうとする姿を見ることがある。
そこで、自分自身に対して、うそをついたりごまかしたりしないで正直に行動することの大切さをとらえさせ、安定した明るい心で生活ができるような態度を育てたい。
（３）資料について
　　本資料は、主人公「ぼく」が、うっかり忘れ物をしてしまう。しかし、問題を軽くとらえていたことと、先生に叱られたくないという気持ちから、そのことを正直に言わなかった。そのため隣の席の秋子が忘れ物をしたと先生に勘違いされてしまう。そこで初めて、「ぼく」は、自分の身勝手な行動によって秋子に嫌な思いをさせてしまったことを反省し、正直に行動することの大切さに気づく、という話である。
　　秋子が先生に話しかけられているときの主人公の気持ちの葛藤について考えさせ、自分に正直になって行動しようとする心情に気づかせたい。

３　指導計画　　１時間完了（本時）
４　本時の指導
（１）ねらい
ずるやごまかしをせず、自分の失敗を素直に認め、正直に行動することの大切さに気づくことができるようになる。
（２）準備
　　　読み物資料、場面絵、ワークシート、プロジェクター、パソコン　

（３）関連　「明るい心」
　　　３年「ランドセル」「生けがきのせんてい」
　　　５年「祭りの日の拾い物」
（４）指導過程　　　　◎中心発問　
	段階
	分
	学習活動
	支援及び指導上の留意点

	方向付け
	３
	１　忘れ物をしたときの経験について話し合う。
○　どんな忘れ物をしましたか。そのときに、どん
な気持ちになりましたか。
　・消しゴムを忘れて困った。
・宿題を忘れた。怒られたくないと思った。
	・学校生活の中での経験を発表させ、資料に対する方向づけをする。

	ねらいとする価値の追求・把握
	７
15

	２　資料「わすれ物」を読み、主人公「ぼく」の気持ちや考えについて話し合う。
○　忘れ物に気づいた「ぼく」は、どんな気持ちになったでしょう。
　・他にもだれか忘れているだろう。
・先生におこられるのは嫌だな。
・隣の席の秋子さんに借りれば大丈夫。
・正直に言った方がいいかな。

◎　　隣の席の秋子さんが先生に声をかけられているとき「ぼく」はどんな気持ちになったでしょう。
【だまっている】
・ごまかしたい。「秋子さん、言わないで」と思っている。
・しかられたくないから、だまっていよう。
【迷う】
・先生にきちんと話した方がいいけど、しかられたくない。
【正直に言う】
・正直に話さなくちゃ。

・秋子さんが忘れ物をしたわけではない。
・これ以上、秋子さんを困らせたくない。
・だまったままでは気持ちがすっきりしない。
	・忘れ物をしたときの自分に重ね合わせことによって、「ぼく」の気持ちに迫る。
・自分が悪いのだから正直に言わなければならないという気持ちと、黙っていれば叱られないかもしれないという気持ちの葛藤に気づかせる。
・自分の不正直さを後悔する「ぼく」の気持ちに迫る。


	価値の主体的自覚
	７
	３　役割演技をすることを通して、道徳的価値を感じ取る。
○　この後、正直に話した「ぼく」は、秋子さんとどんな話をしたか、考えてみましょう。
【ぼく】
・ごまかしているときにドキドキした。
・はじめから正直に先生に話せばよかった。
・迷惑をかけてごめんね。

【秋子さん】
・先生に話しかけられてびっくりした。
・今度からは気をつけてね。
・正直に言ってくれてありがとう。
	・自分の考えをしっかりもたせるために、ワークシートに記入させる。
・「ぼく」と「秋子さん」になって役割演技をさせることで、うそやごまかしをせずに正直に行動することの大切さについて意識させる。


	
	10
	４　今日の授業のまとめをするとともに、自己を見つめる。

○　今日の授業で学んだことは何でしたか。
　・うそやごまかしをせず、正直に行動することが大切。
　・失敗をごまかそうとすると、気持ちよくない。周りに迷惑をかけることもある。
	・正直に行動することのすがすがしさに気づかせる。
・ワークシートに記入させる。

	まとめ
	３
	５　教師の話を聞く。
	・正直に行動することについての話をし、余韻をもたせる。


（５）評価

ずるやごまかしをせず、自分の失敗を素直に認め、正直に行動することの大切さに気づくことができたか。
（６）板書計画
	　正直
わすれ物
わすれ物に気がついたときのぼくの気持ち
・他にもだれか忘れているだろう。

・先生におこられるのは嫌だな。
・隣の席の秋子さんに借りれば大丈夫。
・正直に言った方がいいかな。

秋子さんが先生に声をかけられているときの
ぼくの気持ち
だまっている
・ごまかしたい。「秋子さん、言わないで」
と思っている。
・しかられたくないから、だまっていよう。
迷う
・先生にきちんと話した方がいい
けど、しかられたくない。
正直に言う
・正直に話さなくちゃ。

・秋子さんが忘れ物をしたわけではない。
・これ以上、秋子さんを困らせたくない。
・だまったままでは気持ちがすっきり
　　しない。




５　反省
６　御高評
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